
岸和田市立浪切ホール 1階 多目的ホール

　　　　　　　　　　　毎月第３水曜日 (２月と８月を除く )の夜 7時、岸和田市立浪切ホールで
開催する mini 和歌山大学です。和歌山大学の教員等が、地域のみなさまに身近な研究テーマや旬
のトピックスをわかりやすくお話します。申込は不要、参加費は無料、どなたでも参加いただけます。

和歌山大学岸和田サテライト

岸和田市港緑町 1-1 浪切ホール２Ｆ

Tel＆Fax : 072-433-0875 南海本線「岸和田」駅下車 徒歩約１０分

【E-mail】kishiwadastaff@center.wakayama-u.ac.jp 駐車場有（平日終日無料）
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　　　　女子教育
の歴史

　ＮＨＫの朝ドラ「カーネーション」「ごちそうさん」「花子とアン」の主人公たちはみな、

少女時代に女学校に通っていました。最近では「あさが来た」の主人公あさの娘も京都の女

学校に通っていました。女学校の正式名称は高等女学校といいます。高等女学校は「良妻賢

母」の育成を目的とした戦前期を代表する女子中等教育機関です。

　今回は、和歌山県の高等女学校を取り上げて、女子教育の歴史についてお話します。みな

さんは「良妻賢母」と聞くと、どのような女性を思い浮かべるでしょうか？明治・大正・昭

和と、いったいどのような女子教育が行われていたのか、またそれが時代とともにどのよう

に変化したのか、当時の新聞史料や学校史料を提示しながらわかりやすく説明したいと思います。

　　　話題提供者　土田　陽子  （システム工学部 特任准教授）

２０１６年度、岸和田サテライトは１０周年をむかえます

だ

第 83回 わだい浪切サロン

－高等女学校教育にみる理想の女学生像の変遷－

第 10回

女性史学賞
受賞



・   大学の授業を体験できたみたいでとても良かった。（10 代・女性）
・   すごくわかりやすく、今の自分が知りたいテーマだった。（30 代・女性）
・   質疑応答の時間があるのが良い。（60 代・男性）
・   終了後の自由参加の懇親会が楽しい。（60 代・男性）

　　

わだい浪切サロン参加者の声

今後の開催予定

和歌山大学岸和田サテライト　岸和田市港緑町 1-1 浪切ホール 2F

【Tel＆Fax】072-433-0875

【URL】http://www.wakayama-u.ac.jp/kishiwada/

日　時 テーマ（予定） 話題提供者（敬称略）

※８月と２月はお休みです。

回

第 81回   「地域と地球のための宇宙開発」のアンケートより

◇　人を育てる話がとてもよかったです。ノウハウを公開することが、戦略的だと思いました。

　　あひるちゃんネットワークで画像とか見れたらいいと思いました。（30 代・男）

◇　教育から見た宇宙というとらえ方が教育者だなあと感じました。宇宙一夢というイメージでした

　　が、宇宙－現実、災害の研究でもあるのだと知ることが出来ました。（50 代・女）

◇　先生の宇宙や教育へ想いが伝わりました。すばらしい講義をありがとうございます。（30 代・男）

◇　話題が地域振興や人材教育等、幅広く興味深い話でした。今一つ消化できていないかもしれない

　　ですが、これまでの浪切サロンにはない展開のお話で非常に面白かったです。これからの日本の

　　展望も含めた視点を頂きありがとうございました。（40 代・男）

　　

　

　　　      　  　　　　

　　　　

    7 月 20 日（水）84
音の静寂を聴く 山名　敏之

（教育学部 教授）

    9 月 21 日（水）85 吉田　登
（システム工学部 教授）

　　　　　　　　　　　ー ppへの無限の

広がりを全身で感じるクラヴィコードの世界ー

生ごみや下水汚泥からの
　　　　エネルギー回収を考える


